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【2月】

2016春季生活闘争が本格スタート！
県内経済４団体へ連合長野春季生活闘争方針を申し入れ

2月2日経営者協会に対し、連合長野から、会
長・副会長・事務局長はじめ11名が出席し申し
入れを行った（経営者協会は、会長・副会長は
じめ12名の出席）。
冒頭、中山会長は「労使協議の定期・定例開催

を要求項目としているが、労使が同じテーブルに
つき、経営実態、職場実態を互いに理解・共有し、
課題改善に向け協議することが重要である。月

例賃金の引き上げにこだわり、県内
で働くすべての労働者の『底上げ・
底支え』、『格差是正』を実現し、景気
の好循環をめざしていく」と訴えた。
一方、経営者協会山浦会長は、年

明けの株価下落、日銀のマイナス金
利導入に触れ、「経済指標は緩やか
に回復しているが、先行きは不透明
である。企業・業種により業績に差が
でており、それぞれの企業でベス
トな判断をしていく」と挨拶された。
続いて行われた根橋事務局

長からの申し入れ主旨説明に対
し、経営者協会側からは、「月例賃
金ではなく手当や賞与など年収
ベースで判断したい」「厳しい経

営環境のなか、企業の存続と従業員の雇用を維
持することが最優先」といった発言が出され、根
橋事務局長は「20年近く続いたデフレは、１、２年
では脱却できない。３年目である今闘争も月例賃
金に徹底的にこだわっていく。今闘争は、産業全
体の底上げをめざし、大手準拠・大手追従の発
想を転換することで、あらゆる『格差是正』と、す
べての労働者の『底上げ・底支え』を実現する、ま
さしく社会的責任が求
められている闘争であ
る」と、改めて強調した。
経営者協会への申

し入れを皮切りに県内
においても本格的に春
季生活闘争がスタート
した。使用者側との交
渉では、組合員一人ひ
とりの想いと、連合長
野に集う構成組織・単
組・組合員の連帯・団
結を力にして、要求実
現に向けて最後まで
粘り強く闘い、納得の
いく回答を引き出そう！！

連合長野は、2月2日から24日かけて、長野県経営者協会（以下、経営者協会）、長野県商工会連合
会、長野県中小企業団体中央会、長野県商工会議所連合会に対して、2016春季生活闘争方針に基
づき、「月例賃金引上げ」「企業内最低賃金の締結拡大と水準改善」「労使協議の定期化・定例化の
確認」「均等処遇の実現」「男女平等の実現」「ワーク・ライフ・バランスの実現」などを申し入れた。

経営者協会　山浦会長に申し
入れ書を手交する中山会長（左）

中小企業団体中央会  春日会長に
申し入れ書を手交する中山会長（右）

商工会議所連合会　北村会長に
申し入れ書を手交する中山会長（右）商工会連合会　柏木会長に申し

入れ書を手交する中山会長（左）

　連合長野　主旨説明する根橋事務局長 経営者協会



2016春季生活闘争地協から
元気発信！！

勝利に向けた
団結ガンバロー

和田議長による団結ガンバロー

日比野議長による挨拶

根橋事務局長による研修会

「闘争開始宣言集会」   「研修会」 開催

●上伊那地協：上伊那地区連絡会　闘争開始宣言集会　
　研修会（2月12日）　参加者80名

●長野地協： 春季生活闘争開始宣言集会　研修会（2月23日）　参加者66名

県内各地協において、闘争開始宣言集会・研修会が開催された。
県内各地域の構成組織より、多くの役員・組合員参加のもと、要求実現に向けて
力強く勝利を誓いあった。



連合長野ニュース No.383【2月】

県内各地において本格スタート！

荻原議長による団結ガンバロー

依田議長による団結ガンバロー

会場全体での力強い団結ガンバロー

根橋事務局長による研修会

根橋事務局長による研修会

下村議長による挨拶

●高水地協： 春季生活闘争開始宣言集会　学習会（2月13日）　参加者66名

●佐久地協： 春闘開始宣言佐久地区集会（２月４日）　参加者59名

●‌�上小地協： 春季生活闘争開始宣言集会　学習会（2月5日）　参加者60名



連合長野ニュース No.383【2月】

 全労済公式キャラクター「ピットくん」ファミリー 

2月4日、国と県・経営者団体・労働団体の代表者
が一堂に会して働き方や暮らしを考える「長野県働き
方改革・女性活躍推進会議」が開催された。長時間
労働や多様な働き方、女性の登用や配置に関する
課題を踏まえ、長野県民誰もが、その能力を十分に発
揮しながら活き活きと働き、人生を楽しむことができる

働き方に向けて、行・労・使が一体となり、「オール信
州」で取り組むことが確認された。具体的には、次年
度より「働き方改革部会」「女性活躍推進部会」にお
いて議論がスタートする。連合長野も、すべての働く者
の豊かな暮らしの実現をめざし、働く者・生活者の目
線で、積極的に意見反映を行っていく。

行・労・使による信州「働き方改革」共同宣言を発信
第１回「長野県働き方改革・女性活躍推進会議」開催

労働組合がなぜ、政治活動に携わるのか、私たちがなぜ投票に行かなければならないのか、今月は、そ
んな皆さんの素朴な疑問にお答えします。７月には第24回参議院選挙が行われます。「働くことを軸とする
安心社会」の実現に向けて、私たちの声を届けるためにも積極的に政治活動に参加しましょう。

 Q1  なぜ労働組合が政治に参
加しなければならないの？ ▶  A1  賃金や労働条件だけでなく、社会保障や税などの政策

制度にも目を向けないと組合員の暮らしは守れません。

 Q2  なぜ、私たちがやらなくちゃ
いけないの？ ▶  A2  組合活動と同じで、一人ひとりが政治活動に参加するこ

とで、一人ひとりの暮らしと社会を良くしていけるからです。

 Q3  働く仲間が集まっただけで
政治をどうにかできるの？ ▶  A3  1人の一票は小さなものかもしれませんが、働く仲間が集

まれば政治への影響力も絶大です。

 Q4  連合は特定の政党を支持
しているの？ ▶  A4  政党支援が目的ではなく、働く者が安心できる社会をめざ

して政治活動に取り組んでいるのです。

 Q5  働く者の声を政治に届ける
には、何をすればいいの？ ▶  A5  私たちの代表者を一人でも多く議会に送ることが重要で

す。政策実現のためには、より多くの議席が不可欠です。
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《長野県働き方改革・女性活躍推進会議　構成団体》
〇連合長野
〇長野県経営者協会
〇長野県中小企業団体中央会
〇長野県商工会議所連合会
〇長野県商工会連合会
〇長野労働局
〇長野県


